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●博物館日誌抄（2018(平成30)年3月～8月）
３月
  1日 企画展「釧路市立博物館館報65

年の歴史」Mホール、4/1迄。「あ
なたの知らないスゲの世界」霧多
布、3/21迄。

  3日 「カモにも事情がありまして」　　
浦幌博・釧路空港・厚岸観察館、
5/27迄。

  4日 野本・加藤「学芸員トーク」講堂、
33名。

  5～7日　加藤「台湾マリモ特別展撤収」
台北。

10日 「化石クリーニング教室」講堂、9
名。

11日 貞國・戸田「学芸員トーク」53名。
18日 石川・澤田「学芸員トーク」74名。
24～28日　城石「アイヌ民族資料調査」

民博。
25日 貞國「知ると楽しい！カモの魅力」

講演、浦幌博。
31日 白幡敏弘館長定年退職。
４月
  1日 着任：佐藤志敦（館長）。昇格：

野本和宏（主査）・渡邊聖知子（主
査）。

  7日 「北加伊道・松浦武四郎のエゾ地
探検『関屋敏隆絵本原画展』」M
ホール、6/3迄。「ハーバリウム
霧多布（H霧多布）」霧多布、2名。

  9日 移動展「冷たい海の大冒険」市役
所・厚岸・霧多布、8/26迄。

15日 「探鳥会」雨天中止。
20日 貞國「クイナ類生息調査」釧路湿

原、10/31迄。
21・22日　「ようこそ釧路へ」展示室、

88名。
25日 城石「釧路地方の地名を考える会

総会」講演、プラザさいわい。
27～ 28日　城石「阿寒アイヌ協会総会」。
５月
  5日 「博物館で遊ぼう」講堂、218名。
  7 ～ 9日　加藤「生物細密画展調査」

札幌・小樽。
  8・9日　「キタサンショウウオ生息調

査」安原・音羽・広里。
10～ 11日　城石「国立アイヌ民族博物

館ネットワーク準備会」札幌。
12日 「H霧多布」2名。
13日 「探鳥会」30名。講演「絵本『北

加伊道・松浦武四郎のエゾ地探検』
が生まれるまで」関屋敏隆氏、講
堂、83名。

18日 友の会「役員会」会議室。
19日 「草花ウオッチング」雨天中止。

土屋「写真から読み解く北の昆虫
講座」芸術館。

19～21日　石川「尺別炭鉱研究打合せ」

東京。
23日 道東3管内博物館施設等連絡協議

会「役員会」「総会」会議室。
24日 「春採湖ヒブナ生息調査」6/15迄。
25日 友の会「総会」プラザさいわい。
27日 「初夏の探鳥会」釧路町森林公園、

38名。
６月
  1日 城石「教育研究センター講座」講

堂。
  2日 「あなたの知らないスゲの世界2」

霧多布、7/16迄。「H霧多布」2名。
  3日 「まちなみ散歩」米町、18名。
  6日 「タンチョウイラスト展」Mホール、

7/8迄。
  7 ～ 8，10日　加藤「北海道東部根釧

台地における現地調査」。
  9日 「春採湖の昆虫」10名。
16日 「草花ウオッチング」30名。
17日 「探鳥会」17名。
23・24日　「すげの会釧路大会」講堂他。
24日 城石「絵葉書・写真資料調査」歴

博。
30日 貞國「タンチョウ標識調査」

7/18迄。
７月
  7日 「H霧多布」1名。石川「雌阿寒岳

にあった硫黄鉱山」講演、まりむ
館。

  7 ～ 8日　城石「阿寒湖ヒメマス祭」。
  8日 友の会「簡易軌道バス見学会」別

海町、29名。
14日 企画展「田中眞理　生物細密画展

～昆虫を描く～」Mホール、
9/30迄。「春採湖の昆虫」12名。

14・15日　「アイヌ・デザイン～スケッ
チと刺繍～」講堂他、8名。

15日 「探鳥会」雨天中止。
19日 戸田「教員採用2年目研修会」展

示室。
21日 「草花ウオッチング」29名。石川「第

8回鉄道史学会住田特別奨励賞受
賞者報告」跡見学園女子大。

22日 「夏休み自由研究屋台村」図書館。

27日 「初任段階教員研修」3名、31迄。「博
物館実習」3名、8/3迄。

29日 「昆虫画ライブペインティング＆
ギャラリートーク」田中眞理氏、
Mホール・講堂、22名。

８月
  4日 「H霧多布」3名。
  7日 早大嶋崎尚子教授炭鉱調査、

8/12迄。
  8日 「化石レプリカ教室」講堂、21名。
 城山小炭砿資料室撤収。
11日 「春採湖の昆虫」雨天中止。
18日 「草花ウオッチング」27名。
19日 「探鳥会」26名。
19日 「北海道はゴールデンカムイを応

援しています。」スタンプラリー、
Mホール、3/31迄。

26日 「まちなみ散歩」幣舞橋・北大通、
24名。

●埋蔵文化財調査センター日誌抄
４月
  1日 昇格：澤田恭平（主査）。
17日 史跡北斗遺跡展示館開館、11/15

迄。
30日 「竪穴住居で屋根ふき体験」北斗、

10名。
６月
29日 北大院高瀬准教授資料調査。
７月
14日 「モシリヤチャシ跡一般開放」

152名。
19 ～ 24日　高橋「北方四島における人

類活動史の考古学的研究」根室・
国後。

20日 「まちなか企画展」釧路信金・
MOO・遊学館・わっと・港文館、
8/29迄。

22日 「バスで行く市内国史跡探訪会」
18名。

28日 「夏休み親子土器作り教室」講堂、
26名。

８月
  2日 帯広市埋蔵文化財センター山原氏
 資料借用。

7/14 モシリヤチャシ跡一般開放

8/4 ハーバリウム霧多布

●入館者（2018(平成30)年3月～ 8月）
月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

● 一 般
個 人 492 507 989 720 935 1,720 
団 体 52 208 138 132 331 302 
●高 校 生
個 人 27 6 18 11 23 44 
団 体 0 0 0 0 0 0 
●小中学生
個 人 84 92 170 80 112 315 
団 体 5 0 0 114 26 44 
●５５パス 7 5 1 11 9 24 
無料入館者 787 986 1,682 1,277 1,157 1,458 

計 1,454 1,804 2,998 2,345 2,593 3,907 
＊平成29年度　有料入館者：計12,857 ／無料入館者：計18,298


